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ture である Type B のうち stable implant の
B１が４例，loose implant, good bone の B２
が１例，loose implant, poor boneの B３が１

















monocortical screwのみの LCP plate１枚で固
定性は十分であった．一方，セメントレスステ

















１，TK B１ セメント 骨移植
２，SH B１ セメントレス ダブルプレート
３，HG B１ セメントレス ダブルプレート cable
４，TT B１ セメントレス cable MIPO
５，EH B２ セメント
６，MH B３ セメントレス revision , cable 骨移植
























b 手術直後 c 術後４週 d 術後１０ヵ月
a 受傷時レントゲン像．b 手術直後レントゲン．c 術後４週で外側に置いたプレートのスクリュー
がはずれた．d 術後１０ヵ月レントゲン像．

















































a 受傷時 b 手術直後 c 受傷後８ヵ月
a 受傷時レントゲン像．b 手術直後レントゲン．骨折部は一部骨欠損があり，極めて薄い骨であったため，骨移植を追加し
たが LCP１枚で十分な固定が得られた．c 術後８ヵ月，骨癒合が得られている．
図－２ ７０歳，女性．Vancouver type B１．
－８６－ 北整・外傷研誌Vol．２５．２００９





































際，通常の monocortical screw とワイヤリン
グの併用によって良好な成績が報告されてい
る１１）．Fulkersonらは，セメントステムに対し
て locked platingと conventional cable plates
のバイオメカニカルな比較を行い， lateral
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発言６： 市立札幌病院 佐久間 隆
先生は AOのアルムナイですので，プレート
に関しては精通されていると思いますが，大腿
骨の長いプレートがゆるんで，短いプレートを
あてて骨癒合を得た症例が印象に残っている．
骨欠損があるとき Solidな固定をすると骨がつ
かないと言う話があったが，固定性を絶対視す
るか，接触面の状態に重きを置くかであまりに
も固定性を重要視すると偽関節とかトラブルの
元になると思う．最近経験した例で橈骨遠位端
質疑応答
－９２－ 北整・外傷研誌Vol．２５．２００９
骨折をロッキングプレートのスクリューを全部
入れて solidに固定して偽関節になった例があ
る．周辺骨折は偽関節に準じてデコルチケー
ションするとか骨接合部に対して気を遣うのが
大事と思う．プレートはスクリューの形状や数
では無く，局所の栄養などが大事と考えるがど
うか．
答：
以前はかっちりとした固定を指導された．現
在は biologicalな healingを期待している．示
した症例は術中も非常に不安定であった．その
ためもう１枚プレートを当てた．Absolute な
固定を目指したのではなくて仕方なくプレート
を当てた．人工関節周辺骨折で横骨折に近いも
のでは biological healingを目指すと術中に不
安になる．ついついもう１枚当てたり，ワイ
ヤーをかけたりすることもある．
発言７： 座長
THA後の苦し紛れのもう１枚の LCPは ro-
tation的にも stability的にもルーティンにし
た方がよいと考えるか．
答：
特にセメントレスの時にはワイヤーである程
度整復してからロッキングスクリューを固定し
ている．あれはあれで良かったが，これですと
言う答はありません．
発言８： 座長
THAの骨折で大転子までプレートを伸ばし
て固定する症例はどんなものか．
答：
今のところはない．大転子までプレートを曲
げてスクリューを打てという人もいる．大きい
骨折で近位に近いもので許容できないものはそ
れに倣うべきと思う．
北整・外傷研誌Vol．２５．２００９ －９３－
